
社
会
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解決の必要感をもつと，社会的事象をより注意深く捉えようとして

「見方・考え方」を働かせる。「見方・考え方」を働かせると，自ら

と社会との関わりが見えてくるので，問題解決の必要感が増す。こ

のことから，学習問題をつかむ前に，子どもが社会的事象に対して

既有知識を想起し，自らとの関わりを認識し，学習内容の大まかな

見通しをもつことにより学習の目的やその重要性を見いだし，必要

感をもてるようにすることが大切であると考えた。そこで，これま

では子どもたちの疑問や調べたいことを焦点化して設定していた学

習問題について，今年度は，既有知識を想起し，それによって生まれた問題解決の必要感を基にした

学習問題の設定を行うこととした。なお，既有知識を想起する活動は，学習内容を考慮し，大単元や

中単元の導入において以下の手順①～④で行うこととする。

既有知識を想起できるようにする手順と留意点

①社会科を学ぶ本質的意義から大単元で学習する内容を捉える。

〇主に環境と人々の生活との関わり

例 ・まちづくりの特色 ・地理的環境の概要と人々の生活の関係 など

〇主に過去の出来事と現在とのつながり

例 ・先人の業績 ・過去の出来事が現代に与えた影響 など

〇主に現代社会の仕組み

例 ・生産と販売の仕組み ・地域の防災，保安の仕組み ・産業の仕組み など

②親近感や危機感，怒りなどの感情をもたせる資料を提示したり，体験活動を設定したりする。

③社会的事象と自らの関わりや社会における重要性などを図や文などで説明する機会を設定する。

④図や文の内容を共有できるようにする。

なお，上記の活動中の子どもたちの思いや疑問等を教室内に提示しておくことで必要感をもち続

けられるようにする。また，大単元や中単元の終末で子どもたちが社会との関わりを考える学習活

動を行う際に，社会的事象と自らの関わりや社会における重要性などを図や文で説明することを再

度行う機会を設定することで，自らと社会との関わりについて学習したことの価値を認識できるよ

うにする。

そして，上記のようにして既有知識を想起した上で，学習問題を設定していく。学習問題に含ませ

る要素とその効果は以下のとおりである。

要素 効果

ア 子どもの実態，生活経験に合っていること 子どもが学習内容を自らと関係があるものと捉

イ 解決した結果と社会とのつながりが考えや え，より注意深く資料を調べたり，これまでの

すいこと 学習とのつながりを考えたりすることができる

→ 後に，「見方・考え方」を働かせる学び

を生み出す

ウ 一人では解決が困難な問題であること 子どもが自らの知識の不確かさを自覚すること

エ 個々の価値認識の違いが反映されやすいこ を促し，対話を行う必然性をもてるようにする

と ことができる

→ 後に，協働的な学びを生み出す

図３ 「見方・考え方」と必要感の関係
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具体例 ３年 「はん売のしごと」（大単元「わたしたちのくらしと生産，販売の仕事」）

既有知識を想起できるようにする手順

①社会科を学ぶ本質的意義から大単元で学習する内容を捉える。

具体例 現代社会の仕組みや働きと人々の生活に関する内容であり，需要に合わせて生産活動と

供給活動を行うという経済の基本を学習する単元であると捉える。

②親近感や危機感，怒りなどの感情をもたせる資料を提示したり，体験活動を設定したりする。

具体例 生活に必要な野菜や鉛筆の写真を提示し，知っていることを問いかける。

③社会的事象と自らの関わりや社会における重要性などを図や文などで説明する機会を設定する。

具体例 野菜や，鉛筆の生産方法や自分たちの下に届

くまでの過程を図で説明する機会を設ける。

④図や文の内容を共有できるようにする。

具体例 発表内容を模造紙に書き，生産方法や過程に

ついて不確かな所と，生産，販売の仕事と子

どもの生活との関わりについて問いかける。

模造紙は大単元の学習が終了するまで掲示し

ておく。

学習問題を設定する手順

①学習内容について，既有知識を問いかける。

具体例 知っている商店の名前を発表する機会を設定する。 要素ア 要素イ

②既有知識では説明できなかったり，矛盾を感じられたり，驚きがあったりする資料を提示した

り，体験する機会を設定したりする。

具体例 数値的に驚きのある資料として，「食料品を買った店と商品調べ」の結果をまとめたも

のを提示する。 要素ウ

③疑問や調べたいことを話し合うよう促し，発表内容を整理して板書する。

具体例 「なぜ，たくさん客が来るのか」→「どんな工夫をしているのか」のように子どもの疑

問や調べたいことを「工夫」に焦点化しながら板書する。 要素エ

④キーワードを基に，学習問題の文言を整える。

学習問題

図４ 想起した既有知識を共有できるようにした掲示物

図５ 学習問題を設定した際の板書

たくさんのお客さんに来ても

らえるように，スーパーマー

ケットではどのようなことを

しているのだろう。
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資料の読み取りの視点を含んだ教材，教具の用意（イ）

子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶことを促すためには，問題解決に必要な事実を

既有知識から想起したり，資料から取り出したりすることを容易にすることが必要である。そこで，

資料の読み取りの視点を含んだ教材，教具の用意を行う。教材，教具とは，学習プリントに加え，資

料や板書なども含む。資料の読み取りの視点とは，問題解決に必要な事実を既有知識や資料から取り

出すための視点である。なお，資料の読み取りの視点を含ませる方法は，資料に色付けをしたり，並

列に提示したりして，資料に加工を施す方法や，学習プリントの読み取ったことを記述する枠組みに，

時間や方位などの視点を示しておく方法が考えられる。

具体例 ５年「工業生産と工業地域」

本時のねらい 工業地域が立地する場所の特色を地形，気候，交通の面から明らかにする。

働かせる社会的な見方 工業地域の分布や平地，山地，交通が集中する場所に着目する。

働かせる社会的な考え方 工業地域の分布と地形，気候区分，交通の分布とを関連付ける。

読み取りの視点を含ませるための方法 工業地域の分布図に地形図や交通図を並列で提示する。

５ 実践例 ４年「特色ある地域の人々のくらし ～おりもののまち桐生市～」

（１）単元の構想

本校社会科において目指す資質・能力の育成に向け，子どもたちはこれまでに，４年「群馬の伝統

～上三原田の歌舞伎舞台～」で上三原田の歌舞伎舞台の保存・継承に関わる人々の取組を年表や地図，

各種の資料で調べ，そこに込められた願いを考える学習に取り組んできた。このような子どもたちが，

本大単元（桐生市，片品村，大泉町）において，それぞれのまちづくりの取組を調べ，まちの発展と

関連付けてまちづくりの特色を考えていく。その中の小単元，「おりもののまち桐生市」において，

桐生市の人々が桐生市ならではの特色である桐生織を生かしてまちづくりに取り組み，観光客の増加

など，まちを発展させていることを明らかにするために「見方・考え方」を働かせて協働的に学び，

目標となる資質・能力を育むことができるよう，以下のように単元を構想した。

大単元の導入では，群馬県の諸地域のまちづくりについて既有知識を想起する活動を設定した。

時間 学習活動

１ 〇県内の地域ごとの様子の違いについて話し合う。
大単元の学習問題

群馬県のそれぞれの地域ではどのようなまちづくりをしているのだろう。

〈工業地域の分布〉 〈日本の地形図〉 〈交通網の分布〉
工業地域は太平洋側に多

いな。大きな港が近いし，

冬に降雪量が少ないから

生産や流通がしやすいの

だと思うな。
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６ 成果と課題

本校社会科における問題解決的な学習の中で，「社会的事象への深い理解を基に，自ら社会参画す

る資質・能力」の育成に向け，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶことに焦点を当てて研究を

進めてきた結果，次のような成果と課題が明らかになった。

○問題解決の必要感を基にした学習問題の設定を行ったことで，「追究する」過程の振り返りにおい

て，自分なりの理解や，社会の仕組みや人物やその働きへの関心や驚きなどの価値認識を表す記述

が見られた。これは，子どもが社会的事象を自らと関係のあるものと捉え，必要感をもって学習に

取り組めたからである。また，資料の読み取りの視点を含んだ教材，教具の用意を行ったことで，

資料から問題解決に必要な事実を的確に取り出し，それを基に自らの考えを繰り返し友達に伝え

る姿が見られた。これは，資料から必要な事実を社会科の視点で取り出し，調べた事実や既有知

識と結び付けて関係性や価値を見いだすことができたからである。

○問題解決的な学習の中で，子どもは自らの考えを補完・修正し，知識を構造化して考えを確かにし

た。そして単元を通してそれを繰り返すことで，概念的知識を獲得し，それを活用して自らの社会

への関わり方を考えることができた。このことから，子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的

に学ぶ姿を促す学習指導の工夫により「社会的事象への深い理解を基に，自ら社会参画する資質・

能力」の育成につながったと考えられる。

○資質・能力のさらなる育成のためには，振り返りによって「見方・考え方」を働かせた自覚を促す

ことと，教師による価値付けの充実により，子どもが「見方・考え方」を鍛え，より多様にしてい

くことが必要である。その際，振り返りを行う場面を精選することや，価値付けの方法を工夫する

ことが，有効であると考える。
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